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子ども・子育て 応援プランの 概要 





子ども・子育て 応援フランの 概要 
0 少子化社会対策大綱 ( 平成 46 年 6 月 4 日閣議決定 ) の 掃 ける 4 つの重点課題に 沿って、 平成 2 「年度までの 5 年 

間 に講ずる具体的な 施策内容と目標を 提示 
0 「子どもが健康に 育っ社会」 「子どもを生み、 育てることに 喜びを感じることのできる 社会」への転換が 

どのように進んでいるのかが 分かるよ う、 概ね 10 年後を展望した「目指すぺき 社会の姿」を 渇 け、 それに 
向けて、 内容や効果を 評価しながら、 この 5 年間に施策を 重点的に実施 

[4 つの重点課題 ] [ 平成 21 年度までの 5 年間に講ずる 施策と目標 ( 例 )]   [ 目指すべき社会の 姿 ( 例 )] 

若者の自立と 0 若年者試用 ( トライアル ) 雇用の積極的活用 0 若者が意欲を 持って就業し 経済的にも自立 

たくましい 子 

どもの育ち   
な 体験を持っことができる 

0 希望する者すべてが 安心して育児休業等を 取得 

仕事と家庭 0 企業の行動計画の 策定・実施の 支援と好事例の 普及 [ 育児休業取得率男性「 0% 、 女性 80% コ 

も の両立支援 0 個々人の生活等に 配慮した労働時間の 設定改善に向 0 男性 t 家庭でしっかりと 子どもに向き 合う時間が持 

@  と働き方の見 けた労使の自主的取組の 推進、 仕事と生活の 調和キヤ てる [ 育児期の男性の 育児等の時間が 他の先進国並みに ] 

  ンペーンの推進 0 働き方を見直し、 多様な人材の 効果的な育成活用に 
より、 労働生産性が 上昇し、 育児 期 にあ る男女の長時 
間 労働が是正   

等についての 
が 乳幼児とふれあ ぅ 機会を提供 0 多くの若者が 子育てに肯定的な ( 「子どもはかわいい」 、 

せ里解 
0 全国の中・高等学校において、 子育て理解教育を 推進 「子育てで自分も 成長」 ) イメージを持てる 

  

0 地域の子育て 支援の拠点づくり ( 市町村の行動計画目標 
0 全国どこでも 歩いていける 場所で気兼ねなく 親子で 

の 実現 ) 
集まって相談や 交流ができる 

子育ての 親 0 待機児童ゼロ 作戦のさらなる 展開 ( 待機児童が多 い 95 市 0 全国どこでも 保育サービスが 利用できる [ 待機児童 

たな支え合 い 町村における 重点的な整備 ) 
が 50 人以上いる市町村をなくす ] 

と 連帯 0 児童虐待防止ネットワークの 設置 0 児童虐待で子どもが 命を落とすことがない 社会を 

0 子育てバリアフリ 一の推進 ( 建築 ね 、 公共交通機関及び 公共 
つくる [ 児童虐待死の 撲滅を目指す コ 

施設等の段差解消、 バリアプ」 一 マップの作成 ) 0 妊産婦や乳幼児連れの 人が安心して 外出できる 
[ 不安なく覚出できると 感じる人の割合の 増加 ]   



少子化社会対策大綱に 基づく重点施策の 

具体的実施計画について 
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1  策定の趣旨 

少子化社会対策基本法に 基づき、 国の基本施策として、 「少子化社会対策大 

綱」 ( 平成「 6 年 6 月 4 日閣議決定 ) を策定し、 少子化の流れを 変えるだ め 

の 施策を強力に 推進することとしているが、 木 大綱に盛り込まれた 施策にっ 

いて、 その効果的な 推進を図るため、 重点施策の具体的実施計画として、 こ 

の 「少子化社会対策大綱に 基づく重点施策の 具体的実施計画について」を 策 

足 する。 

本計画でほ、 大綱に盛り込まれた 施策のうち、 地方公共団体や 企業等とと 

ちに計画的に 取り組む必要があ る ち のについて、 平成 2 「年度までの 5 年間 

に講ずる具体的な 施策内容と目標を 掲げるとと何に、 施策の実施によって 子 

どもが健康に 育つ社会、 子どちを生み、 育てることに 喜びを感じることがで 

きる社会への 転換がどのように 進んでいるのかが 分かるよ う、 概ね「 Q 年役 

を 展望した、 目指すべき社会の 姿を掲 け 、 それに向けて、 この 5 年間に施策 

を 重点的に取り 組んで い くこととする。 

今後、 本計画に基づき、 夢と希望にあ ぬれる若者が 育まれ、 家庭を築き、 
安心と喜びを 持って子育てに 当だっていくことを 社会全体で応援する 環境が 

整ってきたという 実感の持てるよう、 内容や効果を 評価しながら、 政府を挙 

けて取組を強力に 進めて い く。 
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Ⅱ 施策の内容・ 目ポ票 

Ⅰ，若者の自立とたくましい 子ともの育ち 

  '   """""""" 

0 若者が早くから 仕事に接し、 考える機会を 持っこと；Ⅰにき、 就業を自ら 
の人生において 積極的に位置づ ゥ られるようにすることを 通じて、 若者 

の 生活基盤の強化を 図り、 自立あ 足す。 

( 具体的施策 ) (= 後 5 年間の目標 ) 

口中 目 におけるキャリア 教育の推進 
職場体験等を 通じて、 小・中・高等学校におけるキャリア 教育の更なる 推進を図る。 

ロキャ l 」 7% フロクラムの 離 
職業中産業の 実態、 働くことの意義、 職業生活等に 関して生徒に 理解させ自ら 考えさせるた 

め 、 八口一 ワークを通じ、 企業人等を講師として 学校に派遣する。 

コインターンシップ ( 就業体麗の推進 
インターンシップに 前向きに取り 組む大学等の 支援を通じ、 学生の学習意欲の 向上や高、 叫哉 

美意識の向上等に 意義を有するインターンシップを 推進する。 

口 若年者のためのワンストップ サーヒ スセンター ( ジョフ カ フエ ) における 一 
若年者のためのワンストップサービスセンター ( ジョブカフェ ) において、 地域の企業 辛学 

校などと連携し、 若年者向けの 情報提供、 カウンセリングや 職業紹介などの 各種サービスを 一 

賞 して提供する。 

口 若年者試行雇用の 活用 円月雇用 行事 80% 
( 平成 1 8 年度までの目標 ) 

笘脳 などの職業経験が 十分ではない 若年者を対象に 、 3 か 月間の試行雇用を 活用し 、 

常用雇用の期 を 支援する。 

コ 日本版テュアルシステムの 推進 据 向けの実践的な 教育・職業能力開発の 弔遜色みとして、 企業での実習と 教育・職業訓練 

0 組合せ実施により、 若音を一人双の 職業人に育てる 新しい職業訓練システムであ る「目木版 

デュアルシステム」を 推進する。 

コ キャリア・コンサルタントの 養成・活用 約 2 万人Ⅱ 5 年度 づ           席 " ( 平成「 8 年度までに達成 ) 
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個々人の職業生活の 設計 や 、 それに即した 職業選択、 能力開発等を 支援する「キャリア・コ 

ンサルタント」を 養成するとともに、 その活用を推進する。 

口 准 礒 新規歩み目 愛 3  以内の 

' 轍 。 。 。 " 輌     " 。 。 

( 平成 1 8 年度までの目標 ) 

地域における 若年労働者の 相互交流や企業人事管理者の 講習等の取組を 促進するとともに、 

働くことに関わる 幅広い相談に 身近に応ずる 体制を整備する。 

 
 

目指すべき社会の 姿 

今 若者 力濤 欲を持って就業し、 経済的にも自立できるようになる ( 早期 

に 若年失業者等の 増加傾向を車 ヨ央 ( フリーター約 200 万人、 若年矢 

業者・無業者約 7 00 万人それそれについて、 低下を示すような 状況 

を目指す )) 
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0 若者の自立を 促ずためにも、 勉学を希望する 若者が経済的理由でその 機 

会を失うこと ； @q 安いよう支援する。 

( 具体的施策 ) (= 後 5 年間の目標 ) 

。 " 。 笘描 "" 醜 基準 乙 満たす希望者全員への 貸与に向 

け 努力 

若者の自立を 促すで こ めにも、 勉学を希望する 若者が経済的理由でその 機会を失うことがない 

よう、 奨学金制度による 支援を一層推進する。 

                      目指すべき社会の 姿 

                    ク教育を受ける 意欲と能力のあ る者 爪 経済的理由で 修学を断俳するこ 

                    とのないようにする 

(3) 体験活動を通じた 豊かな人間性の 育成 
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0 子どもたち 爪様尺 な自然体験・ 社会体験活動の 機会を持ち、 自然 や人 

とふれあ ぅ 中で、 基本的なルール、 感性、 社会性等を身に 付け、 意欲に 

あ ぬれた自立した 若者へと成長できるようにする。 

( 具体的施策 ) (= 後 5 年間の目標 ) 

田子どもの多様な 

子どもたちが 放課後や週末に 様々な体験活動や 地域住民との 交流活動等を 行えるような 地 

域 における取組の 推進を図る。 

"""""" 。 。 """" 
子どもたちと 地域社会との 関わりを深め、 豊かな人間関係を 形成できるよ う 、 高等学校等に 

おけるボランティア 活動の単位認定等の 取組を促進するなど、 地域におけるボランティア 活動 

の 全国的な展開を 推進する。 

コ 学校におけるは 験 活動 厄埼実 """ 。 '   。 " 評 " に ゐル ) て一定期 

  節のまとまった   験 活動が実   される 

ようになること 

児童生徒の社会，陸や 豊かな人間性を 育むため、 都市部から農山漁村や 自然が豊かな 地域に出 

かけ、 異なる環境における 豊かな体験活動の 促進 や 、 長期にわたる 集団宿泊等の 共同体験 " 。 

はじめとした、 他校のモデルとなる 体験活動に取り 組む。 

口 青少年の自立を 支援する ぼ験活ョ匝所決 全国に昔 及 

( 平成 1 9 年度までに達成 ) 

青少年が自立した 人間として成長することを 支援するため、 青年の長期社会体験活動等の 主 

体性・社会，性をはぐくむ 体験活動を推進する。 

口 ことちエコクラフ 事業の推進 小中学生のことも エ コクラフ登録者数 

82.299 人Ⅱ 5 年度 づ 「 1 万人 

( 平成 1 8 年度までの目標 ) 

こども ェ コクラブを通じて、 身近な地塊社会での 自主的な環境学習を 行 う 機会の提供などの 

体験活動の推進を 図る。 

山子どもパークレンジャ 一事離 進 

子どもパークレンジャ 一事業を通じて、 国立公園等の 豊かな自然の 中で自然や環境の 大切さ 

を学ぶ機会の 提供などの自然体験活動の 推進を図る。   
農山漁村の豊かな 自然環境の中で、 様々な 農 休漁業 博 動や自然体験活動等を 織すること 

を通じた人間性の 育成を図るとともに、 身近な自然に 安心してふれあ える環境整備を 才 窩隼 する。 




